




検査種別 検査目的 備考

白血球値 細菌性疾患 数値が高い場合、顕微鏡検査が必要

亜硝酸塩 尿路感染症

ウロビリノーゲン 腎臓障害・尿路障害

プロティン 腎臓病・膀胱炎 +2以上 病院検査が必要

pH 尿路結石 正常値 5～6

血尿 腎臓・尿道・尿管・膀胱 病院検査が必要

尿比重 体内水分バランス 熱中症・脱水症・腎臓機能低下

ケトン体 体調異変 グリコース数値も高い場合、病院検査が必要

ビリルビン値 肝臓病・肝疾患・血液の病気

グリコース 糖尿病

「ケアサイン」 は、獣医師が使用されている尿検査キットです。

各数値が高い場合 ・ 複数の数値が高いなどの結果となりましたら病院検査が必要となります。

● 犬の場合 使用しているトイレシートを裏返しして使用すると採取出来ます。

● 猫の場合 猫のトイレに使用とている猫砂など少なくしてトレーに溜まるようにします。

尿の採取方法
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